
 

 

 

 

 

 

リバウンド警戒期間終了後の教育活動の再開        

 東京都が掲げてきた「リバウンド警戒期間」が22日

に終了しました。連休後の感染拡大が心配されましたが、

一時増加は見られたものの、現在は減少気味です。油断

はできませんが、今後の教育活動を一昨日配布の「健光

の橋第58号」でお知らせしました。 

＜現況＞ 未だ約 3000 人もの方が感染している都内

状況です。実際に御自身が罹患された本校保護者の方か

らは「大変苦しい闘病期間だった。オミクロン株と言っ

ても侮れない。罹患しないようにすることが大事」との

お話を伺い、気を引き締めています。 

＜活動別に慎重に判断＞ 一律に解除・制限とするので

なく、部門別に、各教育活動に応じたリスクを想定しま

した。リスクを環境調整でき、安全・安心にできる活動

については、段階的に制限を緩和していく視点で検討し、

近隣他校の制限状況を収集しつつ、学校医の先生とも相

談した上で「今後の方針」をまとめました。 

＜本校プールを用いた学習に関する判断＞ 水泳指導

は元来、高いリスクが潜在しており、十分な安全策が不

可欠な教育活動であることを踏まえた上で、現況を慎重

に検討しました。マスク着用では、健康状態の把握（顔

色、唇の色、呼吸の状態等）が困難であること、一方で、

学習者・指導者・支援者の皆がマスクを装着しないとき

のクラスターも含めたリスクのコントロールが厳しいと

の判断に至りました。来季、新プールでの水泳学習が全

面再開できますように、今季は単に中止するだけでなく、

機器操作や模擬指導練習を重ねて、本格実施に向けて備

えていきます。 

 楽しみにしていた学園生達の気持ちを察すれば、断腸

の思いですが、安全・安心を第一に中止といたしました。

いったん立ち止まり、更なる感染拡大状況の終息による

「マスク着用基準の一層の緩和」を待ちます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜定期健康診断：内科診＞ 例年6月には、プールへの

入水の可否所見も含めた定期健康診断の一環として「学

校医による内科診」を行っています。こちらは、水泳学

習の有無にかかわらず、大事な健康管理の一環ですので、

予定通りに実施しますので御協力ください。 

＜予告＞レッツ読書！６月は「読書推進月間」              

＜レッツ読書月間＞ 読書習慣の定着と基礎学力の基

盤づくりをねらいとして、今年度も 6 月の 1 ヶ月間を

読書活動推進月間として以下の活動を展開します。 

◆読書奨励◆ 期間中の図書貸出冊数を基に、読書奨励

表彰「本をいっぱい読みましたで賞」（仮称）を各部門・

学部別に複数の学園生に贈り、皆の励みとしていきます。

◆読書カードと読書の池◆ 期間中は読書シールと特

製カードも併用して読書の足跡を視覚的に分かりやすく

共有し、個々の励みにしていきます。学園生が読んだ本

の紹介文を記した「お魚型カード」が泳ぎ回る「読書の

池」を西棟昇降口に設けて読書情報の交換を図っていき

ます。 

◆家庭貸出ルールとお願い◆ 学期中の図書の貸出は、

一人2冊まで、1週間以内に返却するルールです。本人

または担当教職員の視点を生かしたセレクションで持ち

帰ります。スタッフセレクションの際は１冊は定番、も

う一冊は予想もしない新ジャンルの本にチャレンジする

かもしれません。その際は、学園生の手ごたえ等を読書

カードや連絡帳などでお知らせください。 

 ＜予告＞ 授業参観と作品鑑賞への御招待    

参観希望日の調査に御協力いただき、ありがとうござ

います。密にならないように十分調整の上、希望日の中

から参観日を決めて、お知らせしたところです。 

５／３０（月）以降の指定参観日の前週金曜日に、当

該の御家庭に参観日とお名前を記し、授業ガイドと作品

参観の案内図を加えた担任特製の「招待状」をお届けし

ます。当日は存分に参観・鑑賞をしてください。 
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東京都都障害者スポーツ大会に学園生が出場！   

再開した本校部活動の場で練習に励んだ学園生有志

が、待望の「都スポーツ大会」に20名（Ｓ部門学園生

＋卒業生）が出場します。5月28日（土）に駒沢オリ

ンピック公園の陸上競技場等で各競技が行われます。 

感染予防の一環として、開閉会式・表彰式は取り止め、

団体での集合や応援も自粛となっています。出場者は9

時から1５時頃までの中で、個々に指定時刻に会場に集

合し、出場後に帰宅する形です。 

残念ながら今年は無観客開催となり、直接応援するこ

とは叶いませんが、学園生の活躍を願っています。 

フレーフレー学園生！ 吉報を確信しています！ 

「医師を目指す医学部生」臨床実習を受入れました！   

23～27 日の 5 日間、東京慈恵会医科大学医学部２

年生 5 名が、必須単位「重症心身障害児療育体験実習」

の一環として本校Ｓ部門の各学部で体験実習しました。 

学校医・指導医・主治医・看護師…、多くの医療職が

支えてくださることでこの教育が成立しています。多大

な協力を得ている医療界に少しでもお役に立ちたいとの

思いで、学校を挙げて受入れをしています。 

初日には、ＰＴＡ会長等 5 名の保護者の皆さんから、

お子さんの出生時の状況から今に至る子育てや親の思い

を幅広く、聞かせていただく場を設けました。どの学生

も保護者からのお話がとても響いたようです。受講感想

の一例を以下に紹介します。 

「今まで、障害のあるお子様の保護者の方々と関わり合ったこ

とが一度もなく、衝撃を受けました。（中略）子供への愛情の中

で葛藤なさってきたことが切実に伝わり、胸が張り裂けそうでし

た。大変な状況の中で前を向いてポジティブにしていらっしゃる

姿に感銘を受けるとともに、医師の役割の大きさ（特に精神面

での支え）を改めて実感し、身の引き締まる思いでした。」 

大正から昭和の初期にかけて、東京帝国大学（現東大）

医学部の整形外科医の方々が中心となって、肢体不自由

児の為の学校を創ろうと注がれた努力が実り、戦前に唯

一の学校として母体校が開校し、90 年後の今も世田谷

の地に続いている事を「本校の歴史」から学ぶ機会も提

供しました。 

この医学部生の中から、「障害児医療」の世界に進み、

次世代を担う医師になってくださることを願っています。 

 

新刊図書が多数到着！＜図書セット贈呈式＞    

読書活動をさらに進めたいとの思いを込めて、公益

財団法人「日本教育公務員弘済会」の「学校図書助成制

度」を申請していたところ、晴れて助成校に選定され、

25日に校内で贈呈式

がありました。バラエ

ティに富んだ図書セッ

ト（10万円相当の図

書約50冊）をその場

で頂戴しました。学園

生を代表して生徒会長が目録を受け取り、お礼の言葉を

お伝えしました。学校図書に加えて授業等でも活用して

いきます。      校長 田村 康二朗 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

  

 ５月２日（月）に光明学園を会場に「子供を笑顔にす

るプロジェクト」を開催いたしました。この活動は令和

４年度の第１回都議会定例会の知事所信表明で発表され

たプロジェクトで、東京都内に所在する全部の公立学

校・私立学校を対象にコロナ禍の影響で、楽しみにして

いた学校行事が中止になってしまい、やりきれない想い

を抱えている子どもたちに、再び笑顔を取り戻すことを

願って多彩な活動の場を提供していく取組を東京都が実

施するものです。都立特別支援学校では光明学園が一番

目に開催する学校となりました。本校での取組が他校へ

広がっていきます。 

当日は新型コロナウイルス感染拡大防止対策のため

に、全校を５つの単位に分けて午前に３つのグループ、

午後に２つのグループが体験しました。 

 

＜会場への入口＞ 

 

＜体育館内の様子①＞ 

 

 

 

 

 

 

＜体育館内の様子②＞ 

 

＜サイバーボッチャの様子＞ 

 

＜体験後のS高等部生徒会長へのインタビュー＞ 

 当日の様子は、東京都政レポートと都教委のフォトニ

ュースに掲載されました。ぜひ御覧ください。 

 

 

 

 

 

（笑顔プロジェクト担当 主幹教諭 高澤 昇太郎） 

子供を笑顔にするプロジェクトが開催されました 
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 5/11(水)に、S部門小学部D、H、I グループの子ど

もたちと共に、「世田谷消防署松原消防出張所」へ行き、

消防写生会を実施いたしました。コロナ禍の中ですが、

感染対策を行いながら、校外での学習に参加できたこと

は、光明学園にとって大きな一歩となりました。子ども

たちは、校外の活動に期待し、生き生きとした表情で学

習することができました。 

活動は、消防署の方の話、消防訓練の見学、写生会、

消防自動車乗車体験と盛りだくさんでした。消防訓練で

は、火災による人命救助を見学しました。消防車からホ

ースや梯子がのびると、「えっ、すごい」「カッコイイ」

などの声が上がり、会場の空気が一変しました。そして、

火災に向けて放水されると、子どもたちが、「頑張れ！」

「もう少し」などの応援する言葉が聞こえ、緊迫した救

助の場面を肌で体感することができました。 

 

 

 

  

5/7(土)から、実に3年ぶりとなる陸上競技部の活動

が始まりました。今回はS部門中学部・高等部の生徒10

名が参加しました。 

 また、同じく3年ぶりの開催となった公開講座（陸上

競技）も兼ねているため、昨年度の卒業生を中心に 11

名の方が受講生として参加されました。 

 5/28(土)に開催される「第 23 回東京都障害者スポ

ーツ大会」に向けて、計 3 回の練習に取り組みました。 

 具体的な種目としては、走競技（50m、100m、スラ

ローム）、投てき種目（ソフトボール投、ビーンバッグ投）

の5つの種目に取り組みました。 

 走競技（50m、100m）では、一人ずつ何回も走る中

で各自の課題を意識して取り組み、少しずつ改善を図っ

ていきました。その結果、自己記録を更新した人が多く

いました。 

 走競技（スラローム）では、外部コーチに来ていただ 

き、練習を行いました。技術的なことを教えてもらうの

はもちろんのことですが、「怖がらない」「自分を信じて 

走る」など気持ち的な部分も教えてもらい、これを合言 

 

 

写生会では、実際の消防車を間近に見ながら、描きま

した。図画工作で描いてきたことを思い出しながら、窓

や車輪の形、車体や部品の色を意識したりして消防車を

描き、一人一人の個性あふれる作品が出来ました。 

 活動の最後には、消防署の方から、挨拶と敬礼があり、

その姿を見て自然と敬意を表す子どもたちの様子があり

ました。写生会だけではなく、消防訓練の見学や消防自

動車乗車体験などの活動を通じて、消防署の方の働く姿

勢や命に関わる仕事に向き合っていることを学ぶ良い機

会となりました。松原消防出張所の皆様、このような機

会をいただけたことに感謝しています。 

          （S小学部 教諭 佐藤 君香） 

 

 

 

 

 

 

 

葉に練習を頑張りました。参加した選手達は、初日のタ

イムに比べ10秒以上縮められる程に成長しました。 

 投てき種目（ソフトボール投、ビーンバッグ投）では、

それぞれ自分に合った方法で投球しました。教員と目標

や投球方法を相談しながら、練習を積み重ねてきました。

目標の距離に届いたり、記録を更新したりする度に、み

んなで喜びを分かち合いました。 

全体として、3 年ぶりの開催だったこともあってか、

コロナ前と比較すると参加者は少なかったですが、その

分一人一人の目標や課題を明確にして練習に励むことが

できました。 

 大会では、全員がこれまでの練習の成果を十分に発揮

し、納得のいく結果が出てくれることを願っています。 

（S高等部 主任教諭 松井 裕記） 

 

 

 

 

 

Ｓ小学部 消防写生会（Ｄ・Ｈ・Ｉグループ） 

S中学部・高等部 部活動（陸上競技部） 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日 曜
全校行事

部門合同行事
学部行事 保健行事(肢・病併記) PTA
行事

西棟バスターミナル
停車利用

(全校）読書推進月間始（至30日） 眼科検診（北川D）(S小) （小） １４：１０

（全校）安全指導日 （中・高） １５：５０

（全校）第１回英語検定（希望者） 尿検査⑤ （小） １４：１０

（中・高） １５：５０

（小１～３） １４：１０

（小４～６・中・高） １５：５０

（小１） １４：１０

（小２～６・中・高） １５：５０

（小） １４：１０

（中・高） １５：５０

Ｒ５就学予定保護者への説明会

プール清掃（予定）

（S中高）整形外科相談 （小） １４：１０

指導医検診（伊東D) （中・高） １５：５０

（全校）避難訓練 （小１～３） １４：１０

（小４～６・中・高） １５：５０

（小１） １４：１０

標準服アフターサービス （小２～６・中・高） １５：５０

（全校）伝言ダイヤル訓練 （S）摂食相談 健康相談（田角D） （小） １４：１０

（中・高） １５：５０

希望者体重測定

指導医検診（荒木D)

授業参観期間終 (S)自活訪問（AM) 希望者体重測定 （小） １４：１０

(全校）第1回漢字検定（希望者） （中・高） １５：５０

（B部門）水泳指導始 (S)自活訪問（AM) （小１～３） １４：１０

（小４～６・中・高） １５：５０

（Ｂ）転学相談日 （小１） １４：１０

（小２～６・中・高） １５：５０

（S）摂食相談 歯科検診（中嶋D）（S小１～３） （小） １４：１０

（中・高） １５：５０

健康相談（橋本D）

(S)自活訪問（PM) （S小）整形外科相談 （小） １４：１０

指導医検診（中村D) （中・高） １５：５０

（Ｓ中Ｅ）（Ｓ高Ｆ）期末考査始（至7月１日） （小１～３） １４：１０

（S）摂食相談 （小４～６・中・高） １５：５０

(B中）(B高）期末考査始（至中30日高7月１日） （小１） １４：１０

（小２～６・中・高） １５：５０

健康相談・宿泊防災前検診（田角D） （小） １４：１０

指導医検診（井手D) （中・高） １５：５０

(全校）読書推進月間終 （Ｂ中）期末考査終

3 金

4 土

下校時間

1 水

2 木 全校

7 火

8 水

5 日

6 月

11 土

12 日

9 木

10 金

15 水

16 木

13 月

14 火

19 日

20 月

17 金

18 土

23 木

24 金

21 火

22 水

28 火

25 土

26 日

１５：５０
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全校 １５：５０

全校 １５：５０

全校 １５：５０

全校 １５：５０

29 水

30 木

27 月

６
月
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用
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ま
せ
ん


